
互いに一進一退の攻防を繰り広げる扶桑 vs少年院。扶桑 21-22少年院で、前半を折り返し

た。浩は練習の成果を発揮し、十分役割を果たしているが、清水は病院に行かず試合を見

守っている。だが、叶は「あいつはまだ、俺たちと一緒に戦っているんだ･･･」と言って、

それを認めてあげた。 

一方の少年院サイド。清水の捨て身のプレーによってサブの左腕には結構ダメージが残っ

ているようだが、やせ我慢する。そして、「後半は、リザーブから入ったあの SHをつぶせ！」

と仲間に指示した。清水に続いて、今度はややひ弱な浩を狙おうというのだ。 

 

少年院キックオフで後半開始。ラックからレイトタックル気味に浩をつぶしにかかる少年

院。浩パパも心配顔だ。スクラムターンオーバーからNo.8サブが浩を狙って突進！危ない！ 

だが、その刹那、頼れる男ブルが浩をどかして代わりにタックルしてあげた。この辺りは

ブルを No.8に回した叶の采配が的中している。 

まだ、清水は浩のことが心配なようだ。瀕死の状態ながら浩に助言を続ける清水。扶桑も、

浩をかばうことに気を割いてしまって、いまいち FWと BKの連携が悪い。 

叶は、やや自信をなくしてきた浩に自信を回復させるため、とっておきのスペシャルサイ

ンを出した。 

センタースクラムから SH浩が SO叶に球を出すと見せかけて、 

 

空中軌道変換！そして、逆サイドの伊達へ！意表をつかれた少年院の乱れた DF を伊達が

見事なステップで抜けて、トライ！逆転。 

 

だが、清水はまだ安心していない。 

清水「ま…まだだ…まだ浩のやつ…」 



今度は、扶桑が球の展開中に浩に球が渡った。サブが完全に潰すつもりでタックルにきた！

再びブルが、「ボールをよこせっ！」と無理に浩から球をはたいて敢えてノックオン。 

 

完全防御姿勢でサブを止めた。当然ノックオンだが、サブの左腕はさらに痛んだようだ。 

サブ vsブルで一悶着おこりそうになったが、浩が止めに入る。 

浩「わざとノックオンして僕をかばってくれたんでしょう･･･そんなに僕が信頼できないん

ですかっ！だったらグラウンドから放り出してください！グラウンドではおかしなやさし

さなんかいりません！！」 

さすがに、ブルは謝った。この様子をみて、清水は「そうだ･･･それでいいん･･･だ･･･」と

気を失った。 

日輪「そっか、清水君は浩君のプレーより、みんなとの心の連携を気にしてたんだ･･･」 

冴木「悪たれどもめ･･･これでリズムに乗ってくるぞ！！」 

ただ、この浩君の強がりが、後でとんでもないことを引き起こしてしまう。 

心の連携もとれてきた扶桑。浩は完全に調子に乗っていいプレーを連発している。全く気

の抜けない展開の試合。こういう試合では、随所に流れを傾かせるようなイベントが起っ

てくるものである。扶桑 vs少年院の、ここからのシーソーゲームは実に見ものである。 

 

今度は FW のブツ（ブルとは別）の様子がおかしくなってきた。ブツは元来気の弱いとこ

ろがあって、極度の緊張状態ではお腹の調子が悪くなるという弱点をもっているのだ。 

 

ところで、病院でテレビ観戦していた白鷺と岡部だったが、我慢しきれずに病院をコッソ

リ抜け出してきてしまったようだ。このタイミングでグラウンドに現れ、 

白鷺「サブらをこの大会にひきずりこんだのはお前らだ…無様な試合やると承知しねえか

らな！」とプレッシャーをかけてきた。 

全身包帯の白鷺をみて、「あの程度じゃ済まさへんぜ･･･」というサブ。ブツはさらに萎縮

してしまった。白鷺＆岡部、タイミングが悪すぎる。 



ここで、冴木臨時コーチから少年院に指示。 

冴木「サブ、いつまでも SH 潰しにこだわるな！お前の突進力を活かした FW 主体の攻撃

だ！おまえらもおまえらのラグビーをやるんだ！！」 

これを聞いて、 

叶「おそらくアップ・アンド・アンダーでくるぞ！当たり負けるんじゃないぞ！」 

･･･なんでわかったの？ 

少年院、叶の予想通り SOがハイパントをあげる。WTBのミケが、ネコには取らせず、自

身がジャンプしてキャッチ！だが、目前には既にサブが･･･！！ 

 

タックルをくらい、気を失うミケ。死ぬ直前のように、ミケはその視界に母親の幻影をみ

ていた･･･これはマズい。しかも、ミケの球に対する執念が災いした。空中でキャッチして

サブに吹っ飛ばされた後、そのままミケごとサブがキャッチして、そのまま運搬。 

 

殺した（たぶん）。ミケはネコの身代わりになったのだ。再び少年院が逆転。 

 

ミケはそのまま病院へ。叶は、タッチジャッジをしていたゲンを中へ入れた。彼は、伊達

が加入したおかげでスタメン落ちした人です。あまりにも影が薄くて存在を忘れていまし

た。叶は、タッチジャッジを大蛇（一応こいつも扶桑の部員）にやらせようとするが、拒

否する大蛇。当然か。彼はいまだカニに恨みを持っているのだ。かわりに、天生がタッチ

ジャッジに名乗り出てくれた。いい奴だ。 



試合再開。いっそう暴れまわるサブ。今度は調子を落としていたブツがやられた！！お腹

を壊していたので、上からも下からも垂れ流し状態で倒れるブツ。汚い。 

だが、大蛇にやる気がない以上、リザーブはいないも同然。叶は一応大蛇に目をやるが、

大蛇は唾を吐いて立ち去ってしまった。 

 

ミケの負傷退場に続いての、ブツのダウン。ついに扶桑から流れは遠のいていくのか。14

人で戦おうと決めた叶だが… 

 

ブツは立ち上がった！立った！立ったよ、クララが！ 

垂れ流しのまま、「さあ･･･やろうぜ！」（笑）。 

ブツ「テレビ中継で日本全国で恥を晒しちまったんだ…もう恥も外聞もねえ…サブのやろ

うをぶっつぶしてやるだけよ！」 

カッコいいことを言っているが、要はお腹の調子が悪かったけど‘出た’から楽になった

というのが実情ではなかろうか。 

ともかく、ブツは極限までいって逆にスッキリしたようだ。たけり狂うブツ。タックル回

転率も異常だ。大活躍の垂れ流し男！ 

その様子を見て、クマも奮起！誰からも「ハゲ」と言われていないのに、サブを一発で吹

き飛ばした！！そうだ、クマだってそれだけのポテンシャルは持っていたんだ！ 

 

やや弱点と言われていた扶桑の両 LOが奮起したおかげで、ますます隙がなくなってきた。

ミケの負傷により大ピンチと思われた扶桑が、それを乗り越えて一転チャンスに！！ 

強気になってきた叶。ゴールまで 15mのスクラムでスクラムトライを指示。押しの要であ

る両 LOが奮起したのであれば、可能だという判断だ。 



押される少年院スクラム！No.8 サブの足がゴールラインにかかった！いける！だが、くっ

ついていただけのサブがやむを得ずスクラムに入ると、止まってしまい押し返され始めた。

球がスクラムからこぼれたが、浩が拾ってあえてサブのいる右隅のインゴールへ飛び込ん

だ！トライ！ 

サブは浩に手をかけることはできたが、止めることはできなかった。 

浩は「清水さんが自分の体と引き換えにサブさんの左手を痛めておいてくれたからッス！

今のトライは清水さんがとってくれたんです！」 

もちろん、ブルも攻撃してくれていたので、ブルにも感謝する浩。 

サブ「あのチビくそやろう～！なんとしてもぶっ殺してやる～～！」 

 

だが、完全に波に乗った浩。そして流れも完全に扶桑だ。残り 7 分、このまま試合終了ま

でもっていくか？ 

少年院の院長は「勝てなくても、院生達が何かに対し一生懸命に打ち込むようになっただ

けでいい」と言うが、 

冴木臨時コーチ「一生懸命やってもダメなものはダメ･･･そうやって落ちこぼれていく者も

います。一生懸命やった者にはそれなりの結果がでなきゃ意味のないことだってあります。

勝たなきゃ意味のない試合になってしまうんです！」 

と、またも自己哲学を披露。いつもどおり、結局間違うというパターンだが。 

 

浩をつぶしにかかるサブ。だが、またブルが防いでくれた。もちろんノーボールタックル

の反則。 

冴木コーチはここで流れを変えるために少年院にスクラムを指示した。まだ 22mラインの

外。ここからスクラムトライを狙うというのだ。 

 

サブも押しに参加したため、「まるで氷の上をすべるように」押されるスクラム。扶桑はな

んとかスクラムを回転させて防ごうとするも、反則。 

ここで再びスクラム。先ほど扶桑が 15mから取れなかったスクラムトライを、22mの外か

ら少年院側が取ってやろうというのだ。 

 

扶桑側スクラム最後尾の足がゴールラインにかかる！まずい！叶はついに BK のゲンとゴ

ジをスクラムに参加させることによって、なんとか突進を止めた。 

その刹那、サブがスクラムトライに固執せず、自分が球を持ち出して No.8攻撃をしかけて

きた！浩がタックルに行く！ 

叶「浩っ、死ぬ気で当たっていけえ！！」 

選手入り乱れて、一気にもつれたままインゴールへ。判定は･･･トライ。少年院が逆転。浩

でサブを止められなかったのは、やむないところだ。それに、怪我人続出でロスタイムは



まだ多くある。 

だが、それよりも･･･ 

 

浩の首がやられてしまった。サブに 1対 1で当たっていって撃沈した浩。テレビ観戦し

ていた地元の医者も「即死かもしれない」と、さすがに事態を重く見ている。 

 

救急車がすぐにかけつける。父親も救急車に乗り込もうとするが、 

叶「まってください！あなたは乗らないでください！！」 

何を言い出すんだ、こいつは。 

 

「死んだ」と言い切りやがった。 

叶「浩だけじゃありません！清水もミケも死んだんです！！今の俺達にとってこのグラウ

ンドはまさに戦場なんだ！ノーサイドの笛が鳴る前にこのグラウンドを出て行くというこ

とは、死んだと同じことになるんです！父親の立場からすれば気が気ではないでしょう

が･･･俺達からみれば死んだんです！ノーサイドの笛が鳴るまでは、あなたの息子であるこ

とを忘れてください！そして、浩が死んだこの闘いを最後まで見届けてください！」 

前半から後半への論理展開に多少無理があるが、そんなの関係ねぇ！親父は残れ！ 

だが、浩の父親は了承した。身を震わせながらも、現場の試合を見届けることにしたのだ。 

 

すでにロスタイム。だが、浩も抜けて 14 人の扶桑。大蛇はやはりやる気がない。すると、

日輪ちゃんが「試合にでる」と言い出した！部員が少ないおかげで、練習にもそこそこ付

き合ってきたし、そもそも存在価値のない大蛇よりマシだというのだ。 

日輪「死ぬ気で戦うわよっ！！だから、死んだってかまいやしないわっ！」 

と叶に泣きすがる日輪ちゃん。叶は熱意に負けて、FBに日輪を入れた。 

 



試合再開。日輪ちゃんは、FBなのに FWと一緒に突っ込み、球をキャッチしたサブに、 

 

と、悲嘆にくれた特攻をしかけた。 

すると、サブがもつれるように倒れこんだ！！ 

サブ「わいは･･･わいはなんちゅうことを･･･わいが殺したんや･･･あのとき、スクラムトラ

イを狙うとこやったのに･･･あのチビを殺そうとサイドアタックにいったんや･･･殺そうと

思って殺したんや･･･殺人や･･･」 

院長「初めて少年院へきたときの気弱な佐武に戻った！！」 

何かが憑依してたみたいな言い方するなよ･･･。 

あまりの罪業感により、立ち上がれないサブ。そのサブに対して、叶は飛び蹴り→アッパ

ー→リバーブローと連続攻撃をしかけ、そんな罪の意識に囚われるな、と諭す。そして、 

叶「だからさ、本気
マ ジ

に殺す気でかかってこいよ！ラグビーで死ねるなら本望だぜ！！」 

 

と敵のサブを奮い立たせた。 

サブも決心したようだ。ノーサイドまでは本気でやる、と。となれば、敵の弱点をつくの

がセオリー。FBの日輪に向かってハイパントをあげさせるサブ。日輪ちゃんはフェアキャ

ッチするも、惰性のタックルを受けてしまう。痛がるものの、責任を果たす日輪。有効な

タッチキックも自分が蹴り、なかなかの実力だ。 

院長、大蛇を見て、 

院長「女の子があんなに頑張っているのに、男のお前は恥ずかしくないのか･･･」 

日輪に向けてキックを連発する少年院。日輪、今度はステップで抜く！しかし、結局捕ま

りアタタ･･･。 

だが、この様子を見ているうちに、大蛇も気持ちが揺れ始めたようだ。 

 

 

 



容赦ない少年院。サブ自身がパントをあげた。日輪ちゃんがキャッチ。サブがそのまま追

ってきた！ 

 

愛の告白とともに、ガチンコ勝負へ！！ 

これは、さすがに無理だろ･･･という瞬間、叶が日輪に横からタックル！！サブのアタック

は叶自身が身代わりになってうけた。そして、叶は空中で飛んでいる間に、日輪の肩関節

をはずした。 

まともにサブの攻撃を受けていたら即死モノだったはずの日輪ちゃん。日輪ちゃんは、叶

によって肩を痛めてしまい、パパに促されて無念の退場。叶が肩をはずしてくれたことを

見抜いていた日輪パパは、叶に感謝した。 

 

日輪ちゃんは奮闘したが、また 14人になってしまった扶桑。 

そこへ、 

大蛇「まだ俺がいるっ！！」と、ついに大蛇が申し出た。 

叶は、死ぬ覚悟のない奴を入れるわけにはいかないと念を押すが、 

大蛇「くだらねえ意地を張って、これだけみじめな思いをしたんだ･･･死ぬ気でなけりゃこ

の思いは晴らせやしねえよ！」 



 

大蛇が仲間に加わった！扶桑 vs少年院、いよいよ終盤！ 


